


















































































トワークの情報を貪る｡ こんな日々が 1年 365日
のほぼ 3/4にも及び, それが小学校から高校ま
での 12年間続く計算になるのです｡ 今の子供達





















































行かせ！ 情熱を傾けろ！｣ と言っても, たかが
情報を得るだけのために, 何故そんな事を言われ
なければならないのか, 理解する事すら難しいの
かもしれません｡ 365日, 24時間, 情報という
｢餌｣ を常に与えられ続けているブロイラー宛ら





























































































“発信上手” ではないでしょうか？ 実は, こう
した発信上手になれる機会はいつでも目の前にあ
るのにそれを生かそうとしない子供達が “標準的























｢進学｣ か ｢就職｣ かの決断を迫られます｡ 大ま
かに言えば, 二者択一の限定的選択ではあります
が, その後の長い人生の進路を決める最初の大き








くのです｡ この ｢進学｣ という場面で, 子供達は
ほぼ初めてと言っても過言ではない “積極的発






























ります｡ その第 1関門は ｢カリキュラム→授業の





















































































10％に満たない “求められる学生” です｡ それ以
外の “専ら受信する事で成長して来た標準的な子
供達” にいかに ｢発・信・力｣ を身につけさせる




















になり, そこから ｢発・信・力｣ に発展させて行
くのです｡ 学内に ｢スマイル・ポスター｣ が数多
く張り出され, 挨拶を互いに交わそうという機運
が満ち始めていることはとても素晴らしいことだ
と思います｡ しかし, 残念なことにまだまだ, 挨
拶を出来ない学生や先生方を毎日目にします｡ 学
内で盛んに挨拶が交わされ, 発信力の第一歩が満




















































はずです｡ 学生達の ｢発・信・力｣ をより高めて
行くために, 大学自体も世間に ｢発・信・力｣ を
示して行かなければならない時期を迎えているの
です｡
就職活動で求められるコミュニケーション能力に関する一考察 327
